
観光ビジネス学科　シラバスの変更一覧

学年 ページ 科目名

2年 102・103 歴史と文化



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回
事前学修
時間（分）

事後学修
時間（分）

1 30 30

2 30 30

3 30 30

4 30 30

5 30 30

6 0 30

7 0 30

8 0 30

9 0 30

10 0 30

丸藤　准二

丸藤　准二

丸藤　准二

丸藤　准二

丸藤　准二
経済社会の成立
―ビジネスと企業経営の発展－

歴史を学ぶ基礎/グローバルエコノミー

科学革命
―ルネサンス文化と科学の発展－

啓蒙思想の広まり
―新しい「知」の広まりと近代社会―

産業革命
―人類史の「分水嶺」：工業化社会の成立―

事前学修：特になし
事後学修：課題で内容
を復習する。

事前学修：特になし
事後学修：課題で内容
を復習する。

事前学修：特になし
事後学修：課題で内容
を復習する。

事前学修：特になし
事後学修：課題で内容
を復習する。

事前学修：特になし
事後学修：課題で内容
を復習する。

評
価
の
方
法

科目名 歴史と文化
単位
認定者

徳田　幸雄
丸藤　准二

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 ２年 2

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

学修成果

開講時期 後期

ユダヤ教について
－律法の遵守－

キリスト教について
－罪からの救い－

イスラームについて
－神への服従－

　こんにちの世界を理解するためには，歴史，宗教，思想などの多様な側面の知識が必要となる。特
に，近現代を中心とした歴史や世界の諸宗教の理解は重要である。これらの基礎的知識を身に付け，ま
た，世界に大きな影響を与えた思想や書物などにも触れ，こんにちの世界に対する自己の見識を持てる
ようになることを目的とする。

（徳田）世界三大宗教を中心とした諸宗教を広く学ぶことによって一般敵教養を身につけるとともに，
人類の叡智に触れつつより豊かで深い人生観を育むことを目標とする。
（丸藤）近現代世界を形成した，重要な歴史事象を学ぶことにより，近現代世界が成立する要因につい
て理解を深め，歴史に関する知識を修得し，関心を持つことにより深い教養を育むことを目標とする。

　授業を理解し，目標に到達するために意欲的に授業に取り組んでください。また，幅広い人間性と教
養を身につけるために，宗教や歴史に対する興味関心を持つように努めてください。

担当教員

徳田　幸雄

徳田　幸雄

15 回

観光ビジネス学科

科目ナンバリング

TB-0-HCU-02

徳田　幸雄

徳田　幸雄

徳田　幸雄

授業形態 講義

授業計画

● ●

仏教について
－苦からの解脱－

単位

神道について
－穢れの清め－

準備学修

事前学修：ネット検索
で予備知識を得る
事後学修：チェックテ
スト復習

事前学修：ネット検索
で予備知識を得る
事後学修：チェックテ
スト復習

事前学修：ネット検索
で予備知識を得る
事後学修：チェックテ
スト復習

事前学修：ネット検索
で予備知識を得る
事後学修：チェックテ
スト復習

事前学修：ネット検索
で予備知識を得る
事後学修：チェックテ
スト復習

※詳細は備考欄を参
照すること



回
事前学修
時間（分）

事後学修
時間（分）

11 0 30

12 0 30

13 0 30

14 0 30

15 0 30

アクティブ・
ラーニング

教科書

参考文献

備考

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

授業において指示します。

丸藤　准二

丸藤　准二

丸藤　准二

教科書は使用せず，授業において適宜資料を配布します。

（評価方法）
（徳田）定期試験（筆記）50％，授業内課題（全５回）50％ 授業終了時に実施するチェックテストや
質問等は，次回以降授業でフィードバックを行う。
（丸藤）定期試験（筆記）70％，受講態度30％　質問等については次回以降授業でフィードバックを行
う。

教育の普及と近代社会

現代世界の成立

グローバルヒストリー
―「新しい歴史学」と現代世界―

事前学修：特になし
事後学修：課題で内容
を復習する。

事前学修：特になし
事後学修：課題で内容
を復習する。

事前学修：特になし
事後学修：課題で内容
を復習する。

☑該当なし
☐該当あり：キーワード（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

丸藤　准二

丸藤　准二

経済社会の発展
―工業化社会の発展と大衆消費社会―

医療の発展と近代社会

事前学修：特になし
事後学修：課題で内容
を復習する。

事前学修：特になし
事後学修：課題で内容
を復習する。

授業計画 準備学修 担当教員


